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２ ０ １ ８ 年 度 第 ７ 回 法 学 研 究 科 委 員 会 議 事 録 要 旨  
 

日 時：２０１８年１２月１２日（水）１５時３５分～１６時１０分 

場 所：板橋校舎２号館２階 ２－０２２１会議室 

構成員数：２６名（定足数１８名） 

出席者数：２５名（定足数充足） 

 

議長：加藤普章（法学研究科委員長） 

 

＜議案＞ 

議案１．大学院法学研究科政治学専攻前期課程科目担当候補者の担当科目の追加について  

議長の指名により政治学専攻主任から、大学院法学研究科政治学専攻前期課程科目担当候補者の担

当科目について、前回の委員会で設置が承認された政治学専攻博士課程前期課程授業科目担当者選考

委員会の対象となる候補者の担当科目について、科目追加をしたい旨の提案があり、委員会はこれを

承認した。 

 

議案２．大学院法学研究科政治学専攻後期課程科目担当候補者選考委員会からの報告について 

議長の指名により審査委員会委員長から報告がなされた。続いて、選挙管理委員として 2名の委員

が選出された後、投票が行われた。開票の結果、審査委員会報告のとおり承認となった。 

 

議案３. 2019年度大学院法学研究科科目編成表(案)について 

議長の指名により両専攻主任から、2019年度大学院法学研究科科目編成表案について説明があ

り、委員会は併せてこれを承認した。 

 

議案４.2019年度大東文化大学大学院学生外国留学申請(再募集)について  

 議長より、2019年度大東文化大学大学院学生外国留学申請の再募集について、現時点では希望者は

いない旨の説明がされるとともに、今後期日までに希望者が現れた場合には執行部にて対応を一任頂

きたい旨の説明があり、委員会はこれを承認した。 

 

議案５．法学研究科各専攻各課程の授業科目に対するディプロマポリシーおよびナンバリング入力作

業について  

議長より、法学研究科各専攻各課程の授業科目に対するディプロマポリシーおよびナンバリング入

力作業について説明があり、委員会はこれを承認した。 

 

議案６．全学 FD委員会からの報告について(2018年度修了時アンケートの実施について)  

議長より、全学委員会からの 2018 年度修了時アンケート実施に関する報告内容について説明がさ

れた。その結果、委員からは特に意見が挙げられなかった為、本件については法学研究科としては特

に意見が挙げられなかったとの回答をする旨の説明があり、委員会はこれを承認した。 

 

議案７．2018年度特別研究期間制度適用者への出校依頼について  

 議長より、2018年度特別研究期間制度適用者の出校依頼について説明があり、委員会はこれを承認

した。 

 

議案８．その他 

 その他に該当する議案事項なし。 

 

＜報告事項＞ 

報告事項１．大学院評議会等会議報告 

 議長より、大学院評議会等会議内容についての報告がされた。 
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報告事項２．大東法政論集第 28号への原稿応募状況について  

 議長より、大東法政論集第 28号への原稿応募状況について報告がされた。 

 

報告事項３．院生研究発表会の実施報告について 

 議長より、11月 28日(水)に実施された院生研究発表会に関する報告がされた。 

 

報告事項４．2019年度修士論文審査の口述試験日程について 

 議長より、2019年度修士論文審査の口述試験日程について、審査委員会委員に対して口述試験日程

を調整するよう依頼がされた。 

 

報告事項５．大東文化大学基準別基本方針改定案について 

 議長より、大東文化大学基準別基本方針改定案について報告がされた。 

 

報告事項６．大東文化大学建学の精神に関する調査結果について 

 議長より、大東文化大学建学の精神に関する調査結果について報告がされた。 

 

報告事項７．その他 

 その他に該当する報告事項なし。 

 

 

＜閉会＞ 

以上の審議をもって議長が閉会を宣し、法学研究科委員会は、 16時 10分に閉会した。 

以 上  

 


